
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.８７ 

家庭教育学級長さん応援つうしん 

 

 

               

 

例年、大矢田小学校では母親委員会の取組で「子育てサロン」を開催し、保護者同士の交流を深めな

がら親の学びを深める活動をしてきました。今年度は、新型コロナ感染症予防の観点から集合型の会は

中止とし、家庭でできる新たな在宅取組型の活動を実施しました。コロナ禍による異例の事態に、不安

定になりがちな子供たちの心や生活を第１に考えた、取組のネーミングが印象的です。 

全校家庭対象 
 「にこにこ生活キャンペーン」 

今までにない初めての取組だったことから、

事前の通信で、子供たちの「がんばり宣言」

保護者の「おうえん宣言」の例を具体的に示

されています。各家庭で、「どんなことに取り

組もうか？」を決める際に参考にできます。 

通信から一部抜粋 

取組カード 

令和２年 １２月発行    

中濃県事務所 振興防災課 振興防災係     

家庭教育担当：後藤 

〒501-3756美濃市生櫛 1612-2 
TEL： 0575-33-4011 (内線２１０) 
ＦＡＸ： 0575-35-1492 
E-mail ：goto-yuka@pref.gifu.lg.jp 

１／４

枚目 

 

〈取組期間〉   令和 2年８月１日（土）～８月１６日（日）のうち都合のよい 5日間 

〈主催者の願い〉 家族で生活を見直すことで、家族の会話やふれあいを深め、よりよい生活

づくり、家族関係づくりにつなげてほしい。         

 

通信「かてきょー」は中濃県事務所ＨＰからご覧いただくことができます。ＱＲコードはこちら→ 

検索される場合は以下のキーワードでお進みください。 

中濃県事務所 家庭教育→家庭教育情報→中濃地区の家庭教育学級→家庭教育学級長応援通信「かてきょー」 

 

 

感想より（一部抜粋） 

【ぼく、わたしのふりかえり】 

・玄関もきれいになった

し、金魚も楽しく泳い

でいるし、ミニトマト

もぐんぐん育っていま

す。（2年生） 

・毎日の早寝早起きはち

ょっと大変だったけど

がんばった。(3年生) 

 

かなえママ きょーくん 

手
て

塩
しお

教頭先生 

 

【おうちの人から】 

・楽しい夏休みになった

ね。たくさんのお手伝

いありがとう。『ありが

とう』の言葉もありが

とう。（4年保護者） 

冬休みに在宅取組を 

mailto:goto-yuka@pref.gifu.lg.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・活動のお礼とともに、取組の感想を通信にして 

発行されました。お手伝いについての宣言が多

かったことから、通信の裏には「お手伝い」につ

いての資料を付け加えて印刷されたそうです。 

２／４

枚目 

 

【学びポイント】 

 

 

 

 

 

・学校と役員さんが相談し、親子の会話やコミュニケーションを育む

新しい在宅取組を考え実施されたこと。 

・事後の通信や資料を取組の熱が冷めないうちに配布し、取組が今後

の家庭での生活につながる工夫をされたこと。 

参考になる資料が欲しい！ 

そんな時には、家庭教育プログラムをご活用ください 

〈家庭教育９つの学習項目〉 

今回の取組は下線の ３項目 

基本的な生活習慣・自立心・自制心・ 

善悪の判断・挨拶及び礼儀・思いやり・ 

命の大切さ・家族の大切さ・  

社会のルール 

【岐阜県家庭教育支援条例より】 

 

★身近な出来事をもとに、

参加者同士が交流すること

ができるプログラムです。２０

テーマが掲載されています。 

ワ ー ク

シート 

進行案 

誰でも会を進める

ことができます。 

取組 

カード 
資 料 

テーマに関わる資料

が付いています。 

1つのプログラムには、ワークシート・進行案・取組カード（ない場合もあり）・資料がセットになっています。 

事後の通信・資料の紹介 



 

 

 「夏休み１家庭１実践」全校家庭対象 

 
下有知小学校では、以前から『夏休み１家庭１実践』に、約束（テーマ）を決めて取り組んでいます。

今年は『家族のだれかといっしょに』というテーマで取り組みました。夏休みの短縮に伴い、チャレン

ジ日数は例年の半分で実施しました。提出されたカードには取り組んだこと、思ったことや、おうちの

方からの温かいメッセージが書き込まれ、目を通した家庭教育学級委員さんは、素敵な実践を見て取組

を実施して良かったと振り返っています。 

３／4

月枚目 

 

〈取組期間〉   令和 2年８月１日（土）～８月２０日（木） 

〈主催者の願い〉 家族のだれかのために何かできることがないかを考え、できた時の気持や、 

親からのメッセージを書いて交流することで親子の絆を深めたい。         

 

 

カードの記録より一部抜粋 （２年生） 

したこと 

おとうとと、せんたくたたみをしました。 

思ったこと 

おかあさんがよろこんでくれてうれしかったです。 

おうちの方から 

休み中、ほとんど毎日洗濯物をたたんでくれて助 

かりました。ありがとう。 

取組カード（低学年用） 

取組カード（高学年用） 

・親しみやすくイラストの多いものを低学年用、

文章が多く書けるものを高学年用に活用。カー

ドの右下には、下有知小学校のイメージキャラ

クター「ぎんちゃん」のはんこを押せるように

空欄を設け、学校独自のアレンジをされました。 

 

 

 

カードの記録より一部抜粋 （6年生） 

◇活動を振り返って◇（児童） 

この活動をしたことによって、だれかのために何かをする

ということが自然とできるようになったと思います。これか

らもこの活動を通して、人のためになることをするというこ

とを当たり前にできたらいいなあと思います。 

◇お家の方から◇ 

色々なことにチャレンジできて良かったね。この時期にし

かできないことを体験できたね。これからもチャレンジし

ていこうね。 

 

取組後の通信を次ページで紹介します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・『夏休み「1 家庭 1 実践」』の取組が位置付き、毎年テーマ

を変えながら継続的に取り組まれていること。 

・提出された全校分の取組カードに目を通す、感想を通信に

まとめて発行する等、学校と連携しながら役員さんが主体的

に活動されていること。 

 

 

 
 

 

 

【学びポイント】 

 

４／４

枚目 

 

 

 

 
 

 

 

【学びポイント】 

 

  全校家庭対象 

地域でのイベントや取組が、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策で制限される中、母親委員会が

中心となって、夏休みを機会に家庭で・地域で“あたたかい心”を育む活動を実施しました。 

川原のごみ拾い等、地域のためにできることに取り組む姿もあったそうです。 

 〈取組期間〉  令和 2年８月１日（土）～８月２０日（木） 

〈主催者の願い〉 PTAスローガン「あいさつ・対話を通して相互（親・子・教師・地域）の絆を深めよう」の具現 

に向け、コロナ禍の中だからこそ、あたたかい心や笑顔を広げる活動を大切にしたい。         

事前の「学校だより」で取組への協力をお願いし、活動後には生徒の

感想と共に、地域や家庭の一員として授業では学べない体験ができた

活動の報告とお礼を伝えられました。 

 

生徒の感想より（一部抜粋） 

・仕事で疲れている家族が、「助かった」や「ありがとう」と言って

くれて「やって良かった」という達成感を味わい、こんなに大変な

ことを毎日やってくれているんだと、自分でやってみて初めて分か

る感謝の気持ちをもつことができました。 

・自動販売機のごみ箱があふれていたので、友達や家族と一緒に拾っ

ていると、地域の方に「えらいね」と言われてうれしかったです。 

・この活動を通して、家族との会話が増えました。少しでも役に立つ

ことができて良かったです。 

・全校 1～6年生の取組の様子や感想を紹介されました。（役員さんが選考） 

学年の発達段階に応じた取組の様子が分かり、来年度の参考になります。 

・児童の感想や、おうちの方からのメッセージを全校で共有することで、取組

の良さが伝わる温かい振り返りになりました。 

 

活動後の通信

・自ら進んで取り組む子供たちを、親、教師、地域の方が見守り、感謝の

言葉を伝え合う中でふれあいが生まれ、絆が深まる活動になったこと。 

・コロナ禍の中だからこそ大切にしたいあたたかい心や、笑顔を広げる取組を

計画、実施されたこと。 

 

〈家庭教育９つの学習項目〉 

今回の取組は下線の ２項目 

基本的な生活習慣・自立心・自制心・ 

善悪の判断・挨拶及び礼儀・思いやり・ 

命の大切さ・家族の大切さ・  

社会のルール 

【岐阜県家庭教育支援条例より】 

〈家庭教育９つの学習項目〉 

今回の取組は下線の ４項目 

基本的な生活習慣・自立心・自制心・ 

善悪の判断・挨拶及び礼儀・思いやり・ 

命の大切さ・家族の大切さ・  

社会のルール 

【岐阜県家庭教育支援条例より】 

『誰かのために何かができる！～「1 家庭 1 ボランティア」活動～』 
 

 
家庭教育支援条例（第 2 条）では、家庭教育で教え、育みたい９つの項目を示しています。今号から、各学級・園・

学校で取組を通して培われた事項について下線で示します。 


